
サンプルテキスト

■事業内容■ 

  

１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 
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  食品中残留農薬暫定基準（第 2次案） 厚労省 
 

 

 

    

      

〒336 -0015 埼玉県さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.048-887-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

 
厚生労働省は、食品中残留農薬、動物用医薬品、飼料添加物のうち、残留基準が設定されていない

ものを一定量以上含む食品の流通を原則禁止する「ポジティブリスト制度」を、平成１８年５月から施行

することをめざし、１６年８月２０日に残留農薬暫定基準（第２次案）を公表し、この案について１６年１１月 

３０日まで意見募集を行うことにしました。 

 残留農薬については、１６年７月現在で２４２農薬と３０の動物用医薬品に対し、食品中残留基準・分析

法が定められていますが、ポジティブリスト制度を施行するにあたっては、従来のものとは別に、６４７

の農薬・動物用医薬品・飼料添加物の食品中の残留基準を提案した第１次案が１５年１０月に公表され、

意見募集手続が行われてきました。 

 第２次案は第１次案に対して寄せられた意見を参考に、薬事・食品衛生審議会農薬・動物用医薬品部

会での審議をもとに作成されたものです。参考とした海外基準に追加変更が確認されたものについ

て、暫定基準見直しなどを行っており、対象農薬・動物用医薬品・飼料添加物は６６９にのぼります。 
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